







































































































































































































































































































































































































































































BPS∽△CPT, △CQU∽△AQV, △ARW∽△BRX, 











































CT=CT’, AV=AV’, BX=BX’となるような点T’, 
V’, X’を と る。 こ の と き、△BPS∽△CPT, △









































に直線AP, BQ, CR上にそれぞれCP=CT’, AV= 










AP, BQ, CR上 に そ れ ぞ れCO=CT’, AV=AV’, 
BX=BX’となるような点T’, V’, X’をとる。 （証明
略）
（41）多様な解法を引き出す数学的手法とチェバの定理
　図36
これらの解法の関連図は次のように表現できる。
図37［解法の関連図4］
　次頁に解法2～21の関連図を図38［チェバの定
理解法の関連図］として掲載し、さらに最後の頁
において、解法2～21の「対の関係」や「特殊と
一般の関係」がわかりやすいように、図で示した
関連図も図39［チェバの定理 図で示した関連図］
として載せておいた。
3．まとめ
　「対の関係」や「特殊と一般の関係」に着目し
て解法を関係付けながら新たな解法を見出してい
くという数学的手法は、多様な解法を引き出す上
で有効であるということを「チェバの定理」の証
明という数学教材を通して明らかにした。このよ
うな多様な解法を引き出す数学的手法を活用する
活動は、「与えられた解法を覚える」のではなく、
「自分のアイデアにこだわり既習事項を関係付け
て自分なりの解法を見出していく」という姿勢を
培い、児童生徒の数学に対する学習観の転換を図
ることにつながると考える。さらにこうした数学
教材を開発し、今後はその学習効果の検証に努め
ていきたいと考えている。
　なお、ここで述べた数学的手法に関しては、数
学者黒木伸明氏（上越教育大学名誉教授）から多
くの示唆をいただいた。
註
1） 筆者は高校1年生と大学1年生を対象に，数学の学習
に関して「教科書などの例題の解法を暗記し、それを
用いて問題を解くようにしている」かどうかをYES・
NOで回答させる方式で調査した。（対象は東京都公
立高等学校1年生74人、私立大学1年生50人で、そ
れぞれ2002年11月、2016年7月に実施。）  
高校生・大学生で「YES」とこたえた生徒・学生はそ
れぞれ93％と82％いた。このことからも、高校生・
大学生の多くが「与えられた解法を覚え、それに数値
等を当てはめて問題を解くのが数学の学習である」と
捉えている様子がうかがえた。
2） 小学校算数においても、例えば教科書「新しい算数小
5下」（東京書籍平成28年度版pp.24-25）の「四角形
の内角の和」において「特殊と一般の関係」にある解
法が扱われている。
3） 高等学校の教科書「数学A」に掲載されている「チェ
バの定理」の証明は、多くが【解法1】であるが、他
にも【解法2】（平成12年度用の旺文社）や本論文で
は取り上げていないが「メネラウスの定理」を利用し
た解法（平成6,14,19年度用の啓林館、平成7年度用
の学校図書、平成7年度用の旺文社）等も見られる。
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